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V334a 硬X線偏光検出気球実験XL-Caliburの 2024年フライトに向けた準備
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XL-Caliburは、15− 80 keVの硬X線帯域における高感度な偏光観測を目標とし、日米スウェーデンの協力で
実施する気球実験計画である。2022年に行なった第一回目のフライトでは、7月 12日にスウェーデンから気球が
放たれ、北極圏の高度 40 kmで観測を行った後、7月 18日にカナダで回収された。日本側は、本計画に搭載する
213層のWolter I型光学系を採用した硬X線望遠鏡の開発を担当している。望遠鏡は観測時トラスの一端に設置
され、12 m先にある検出器に硬X線を集光する。我々は 2023年 4月に、大型放射光施設 SPring-8のBL20B2に
て、初回の観測後に回収した望遠鏡の性能を測定した。その結果集光力と結像性能について、2024年初夏に予定
する第二回目の観測に向けて十分な性能を有していると結論づけた (2023年度秋季年会V327a)。
次回の観測に備えて、我々は 2023年 11月 13日から 16日にかけて、NASAのWallops Flight Facility (WFF)

において、望遠鏡と偏光計を姿勢制御系と組み合わせる試験を行った。射場での望遠鏡の設置の再現性を確認す
る試験や、FMと同等の重さの BBMの望遠鏡と偏光計をトラスに取り付け、フライトを模擬した姿勢制御試験
を実施した。本講演ではXL-Caliburの次回フライトに向けた準備状況を報告する。


